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表１　調査対象最終処分場の概要
（平成17年3月現在）

A処分場 B処分場 C処分場 D処分場

分類
一般廃棄物
管理型

一般廃棄物
管理型

一般廃棄物
管理型

産業廃棄物
管理型

埋立物
廃プラスチック

類
焼却残さ

焼却残さ、
不燃物

廃プラスチック
類等

埋立地面積(㎡) 14,000 11,000 23,000 27,000

埋立期間（年） 8 5 12 12

閉鎖後年数（年） 18 18 10 19

遮水工
底面粘土・
法面シート

底面・
法面シート

底面粘土・
法面シート

底面粘土・
法面シート

跡地利用状況 グランド 杉林 草地 雑木林

報告（Note） 
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福井 博，高橋通正，斎藤邦彦，坂本広美 
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１ はじめに 

廃棄物の埋立が終了した最終処分場

（以下，「処分場」と略す。）については，

保有水等（以下「浸出液」という。）の水

質やガスの発生等が廃止基準を満た

していると判断された時点で廃止す

ることができる。「一般廃棄物の最終

処分場及び産業廃棄物の最終処分場

に係る技術上の基準を定める省令」

（基準省令）では，浸出液の水質に関し

ては，基準項目別に定められた測定頻

度で2年以上測定し，排水基準等に適
合することと規定されているが，採取時期等具体的

な調査方法は提示されていない。また，ガスについ

ては，発生がほとんど認められないこと又はガスの

発生量の増加が２年以上にわたり認められないこ

ととされているが，測定方法や基準項目が規定され

ていない。 
そこで，最終処分場の適正な廃止を促すことを目

的にモニタリング方法の詳細化の検討が始められて

いる。長森ら1,2)は観測井戸の保有水の水質から有機

成分等の洗い出し状況を把握する方法を試み，また，

ガスの採取の際の深度の検討を行った。石垣ら３)は，

埋立地表面からのガスの検出及び計測方法を検討

し，現場対応型の迅速法の開発を試みている。しか

し，モニタリングにおける適切な採取方法の確立に

当たっては，さらに，水質，ガスの発生量及びメタン

濃度等の変動に対応した採水時期の検討が必要で

ある。 
浸出液の水質が降雨により変動しやすい処分場

では，水質変動にあわせて的確に調査する必要があ

る。しかし，ほとんどの処分場では，大雨後や年間

を通しての高頻度の調査例が不足している。 

また，メタンが長期間にわたり発生している処分場

では，季節変動等の実態に即した測定が欠かせない。 

そこで，処分場ごとに廃止を想定した調査計画を

作成する基礎資料として，閉鎖後長期間年数が経過

した処分場において，大雨後及び年間を通した浸出

液の水質変動及びメタン等濃度の実態を把握し，効

果的な試料採取方法について検討した。 
 
２ 調査方法 

２．１ 調査対象処分場 

閉鎖後 10～19 年経過した管理型の処分場 4 か所
（A～D）を調査対象処分場とした（表 1）。これら
の処分場は廃棄物の種類，跡地利用状況，埋立期間，

閉鎖後年数及び大雨後の浸出液の排出方法等に違

いがある。A処分場は廃プラスチック類，B処分場は

ストーカ式炉の焼却残さの単独埋立である。C処分

場は破砕不燃物と流動床式炉の固化灰の混合埋立で，

その割合は，当時の発生量から推定すると，不燃物１に

対して固化灰２である。また，産業廃棄物最終処分場

に投入された廃棄物の種類と量は不明なことが多い

が，過去にD処分場で行った搬入量調査４）によると，
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搬入廃棄物 43,000m3（昭和 57 年度）の内訳は，廃

プラスチック類 87%（事業系一廃が混入），建設廃材
8%，もえがら 3.4%，その他（ガラス陶磁器，木くず，
紙くず，金属くず，ゴムくず，繊維くず）1.6%であった
（容量％）。 
埋立地に廃棄物を投入した期間と閉鎖後の年数

も各処分場で異なる。C,D処分場は，埋立期間が12
年間と長く，埋立開始当初に投入された廃棄物と閉

鎖直前に投入された廃棄物とでは12年間の時間差が
あり，安定化の進行が埋立地内で一様ではない。閉鎖

後の年数は A,B,D処分場の18-19年に対し，C処分場
が10年で4か所の中で最も短い。なお，D処分場では，
第３期処分場（廃棄物投入後19-24年経過）の浸出液
集水管に第１，２期処分場（旧処分場：廃棄物投入

後24-31年経過）の浸出液が流入している。旧処分場
の面積は第３期処分場の4倍である。 
また，A，B処分場では，大雨で浸出液量が増加し
た場合でも浸出液を廃棄物層内部に貯留せず，その

まま排出する構造のため，大雨後に浸出液集水管の

出口で浸出液を採水し，水量を測定することができ

る。C処分場では，浸出液処理施設が急激な水量増
加に対応できない場合，浸出液集水管出口に設置さ

れた遮断弁を絞り，浸出液を廃棄物層内に一時的に

内部貯留するため，浸出液が廃棄物層に満たされた

状態になる。D処分場では浸出液集水管の出口が深
さ3.5mのマンホールの下から1.5mの地点にあり，浸
出液の水位が常にマンホール上部にある。そのため，

埋立廃棄物層の下部2m程度は常に浸出液が満たさ
れている状態である。 
 
２．２ 浸出液 

１)浸出液量の測定 

 A，B，D処分場では浸出液の水量測定設備がない
ため，浸出液集水管の出口にて 2～10L のポリエチ
レン容器で浸出液が漏れないように一定時間汲み，

容量と時間を測定した。この操作を 3 回繰り返し，
1日当たりの水量を求めた。 
２)浸出液の採取 

浸出液の水量，水質の変動を把握するため，平成

15年 6月から 17年 6月まで毎週 1回，豪雨に相
当する大雨があった平成 15年 8月 15日，平成 16
年 10月 9日，同 10月 20日（各 24時間降水量は，
それぞれ 202mm，183mm，168mm，各 48時間降
水量は，それぞれ 274mm，267mm，204mm）には，
降雨後 1～2週間，頻度を上げて浸出液量の測定と
廃止基準項目等の分析を行った。A，B，C処分場
では，集水管出口から流れ出る浸出液を採取し，

D処分場ではマンホール内に溜まっている浸出液
を採取した。 
３)調査水質項目及び分析方法 

電気伝導率（EC ），水温および酸化還元電位 
（ORP）は，試料採取時に現地で測定した。一般水質
環境項目のpH，COD，BOD，全有機炭素（TOC），
塩化物イオン，全窒素（T-N）については工場排水試験
方法(JIS K 0102)に従った。溶解性鉄，溶解性マンガ
ン，ほう素，クロム，銅，亜鉛，カドミウム，鉛，ナトリウム

（Na），カリウム（K），マグネシウム（Mg），カルシウム
（Ca）はICP発光分光分析装置により測定した。ビスフェ
ノールA （BPA）は環境庁のマニュアル４）に従った。 
 
２．３ 発生ガス 

１)測定時期 

 季節変化による発生ガスの変動を把握するため

浸出水の採水日に合わせて週１回，現地において

測定した。 
２)試料採取場所 

 各処分場のガス抜き管の測定口または排気口で

試料を採取した。複数のガス抜き管がある処分場

については，最もガス濃度の高いガス抜き管で測

定した。 
３)測定項目及び方法 

ア ガス成分 
  メタン：携帯型メタンガス検知警報器 
二酸化炭素：検知管 
硫化水素：硫化水素濃度指示警報計 
イ ガス温度及びガス速度 
  ガス温度，ガスの排出速度：熱式風速計 
ウ 気象条件 
ガスの発生と気象との関連を把握するため，

気温，気圧を現地において測定した。 
 
３ 結果と考察 

３．１ 浸出液 

３．１．１ 大雨後の浸出液の水質変動 

浸出液の大幅な水質変動は，大雨があった夏か

ら秋にみられ(図１,２)，変動する項目は処分場に

より異なった。 

なお，今回対象とした処分場では，ほう素，ク

ロム，銅，亜鉛，カドミウム，鉛は２年間を通し

て基準以下で，ほとんどが定量限界以下であった

ため，これらは，安定化を判断するための項目と

しては必要ではないと判断された。 



 - 82 -

図１　浸出液の水質変動（A,B処分場）
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図２　浸出液の水質変動（C,D処分場）
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 各測定項目の年間平均値と大雨後 2週間以内の
最大値を表２に示す。EC，塩化物イオン，Na，溶
解性鉄は A，C処分場で，ＢＯＤはＡ,Ｃ,Ｄ処分

場で大雨後のピーク濃度が年間平均値を上回った

（3 回の大雨で 1 回以上，大雨後のピーク濃度が

年間平均値の 1.5 倍以上を示した）。 

表2 浸出液の水量・水質（年間平均値と大雨後2週間内の最大値）

処
分
場

H15/6-
H16/6
平均値
①

H15/
8/15 大雨
後最大値
②

大雨後
ピークま
での日
数

②／①

H16/6-
H17/6
平均値
③

H16/
10/9大雨
後最大値
④

大雨後
ピークま
での日
数

④／③

H16/
10/20大
雨後最大
値   ⑤

大雨後
ピークま
での日
数

⑤／③

A 38.7 184 7 4.8 43.8 230 3 5.3 278 2 6.3
B 6.9 60 1 8.7 5.1 72 1 14.1 23 2 4.5

(㎥/日) C 72.4 243 6 3.4 63.2 171 1 2.7 252 7 4.0
D 102 492 3 4.8 96.3 550 1 5.7 420 5 4.4
A 83.4 119 6 1.4 87.9 130 6 1.5 116 2 1.3
B 195 < - - 193 < - - < - -

(mS/m) C 515 755 7 1.5 474 690 6 1.5 641 12 1.4
D 125 129 13 1.0 124 137 9 1.1 148 12 1.2
A 12 20 6 1.7 11 18 6 1.6 19 2 1.7
B 16 < - - 17 < - - < - -

（mg/L) C 19 26 10 1.4 19 25 6 1.3 23 5 1.2
D 19 22 7 1.2 19 17 9 0.92 33 12 1.8
A 8.4 16 5 1.9 5.3 < - - < - -
B 9.7 < - - 14 < - - < - -

（mg/L) C 16 39 7 2.4 11 17 6 1.5 13 5 1.2
D 19 31 5 1.6 11 < - - < - -
A 22 44 6 2.0 22 43 3 1.9 43 5 1.9
B 22 < - - 21 < - - < - -

（mg/L) C 17 22 6 1.3 16 18 9 1.1 20 5 1.2
D 14 22 7 1.6 13 17 9 1.3 19 5 1.5
A 18 45 13 2.5 13 32 6 2.5 40 2 3.1
B 2.2 (6.2) (27) (2.8) 2.2 < - - < - -

(μg/L) C 92 (252) (33) (2.7) 275 < - - < - -
D 72 (202) (33) (2.8) 215 300 6 1.4 280 5 1.3

塩化物 A 28 46 6 1.7 25 45 9 1.8 49 12 2.0
イオン B 490 < - - 510 < - - < - -
（mg/L) C 1800 2700 10 1.5 1700 2500 3 1.5 2300 7 1.4

D 51 < - - 50 < - - < - -
溶解性 A 0.69 0.87 3 1.2 0.71 0.89 6 1.3 < - -
マンガン B 0.95 1.10 13 1.2 0.91 0.95 9 1.0 < - -
（mg/L) C 0.46 1.2 6 2.7 0.47 1.7 6 3.5 1.2 5.0 2.5

D 0.27 0.35 13 1.3 0.24 0.32 9 1.4 0.34 7 1.4
溶解性 A 14 22.6 2 1.6 12 21.5 6 1.8 < - -
鉄 B 1.7 2.5 5 1.4 0.47 1.7 9 3.6 2.27 5 4.8

（mg/L) C 4.3 7.9 6 1.8 1.2 6 9 4.8 6.1 5 5.1
D 17 < - - 16 18 6 1.1 < - -
A 32 49 10 1.5 32 78.4 2 2.5 46.4 7 1.5
B 202 < - - 215 < - - < - -

（mg/L) C 450 646 7 1.4 412 621 6 1.5 517 7 1.3
D 63 < - - 63 < - - < - -
A 10 17.3 10 1.7 11 54 2 4.9 15.9 5 1.4
B 157 < - - 154 < - - < - -

（mg/L) C 336 443 4 1.3 307 429 6 1.4 371 7 1.2
D 10 < - - 8.9 11 9 1.2 < - -
A 25 35 4 1.4 24 35 3 1.4 < - -
B 21 < - - 21 33.5 9 1.6 < - -

（mg/L) C 9.1 30 4 3.3 6.9 31 2 4.5 13 2 1.9
D 69 < - - 67 < - - < - -
A 97 112 5 1.2 93 113 6 1.2 < - -
B 50 < - - 51 < - - < - -

（mg/L) C 422 593 4 1.4 389 648 3 1.7 546 7 1.4
D 111 < - - 99 124 6 1.3 121 7 1.2

水量

EC

COD

BOD

K

Mg

Ca

TN

BPA

Na
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なお，Ｂ処分場では，大雨時に地表水等が浸出液

に混入したため，ほとんどの項目の濃度が年間平均

値以下となったが，溶解性鉄，ＢＰＡは年間平均濃

度を上回った。また，ＢＰＡは一般水質項目に比べ，

濃度レベルが低く，濃度変動も異なった。ＢＰＡ濃度

は大雨後に高くなるが，雨の少ない季節にも濃度が

高くなり，Ｃ,Ｄ処分場でその傾向が強かった５）。 

溶解性マンガンは，Ｃ処分場で年間平均値を 2.5 
 

～3.5倍上回った(図３)。 
大雨後の浸出液の水質変動は，処分場間で異な

る傾向を示しており，埋め立てられた廃棄物の種

類，埋立期間，閉鎖後経過年数による安定化の進

行度の違い及び大雨後の浸出液の排出方法の違い

等が影響を与えていると考えられた。 

廃棄物層内の酸化還元状態を示すORPについて
も，処分場ごとに異なる傾向がみられた（図４）。 
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図３ 浸出液のマンガン濃度 

図４ 浸出液のOPR と降水量 

(注) ORP 値は塩化銀電極を使用した携帯型ORP 計の実測値で，標準酸化還元電位への換算は行っていない。 
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ORPの測定値は測定地点の状況の影響を受け，浸
出液が集水管の中を空気に触れながら流下してく

るA，B，C処分場では，測定位置を変えると値がば

らつくため，集水管出口で測定した。浸出液がマ

ンホールに満たされた状態のＤ処分場ではORPの
測定値は一定で，季節変動もみられなかった。 

大雨後に急激に増加した浸出液を廃棄物層内に

滞留させるＣ処分場では，浸出液のORPが低下し
ており，廃棄物層内が還元的な雰囲気に傾き，マ

ンガンが可溶化したものと思われる。Ｃ処分場で

は，浸出液のORPと溶解性マンガンとの相関がみ
られたが（大雨前後１か月間の相関係数，R＝0.6），
他の処分場では相関がみられなかった。これは，

Ｃ処分場の閉鎖後の経過年数が10年と他の処分場

と比べて短く，安定化が未了の廃棄物が多く存在

するため，大雨後の浸出液内部貯留時に嫌気性雰

囲気に傾く傾向が助長されたためと考えられる。

内部貯留を行っていないA，B処分場ではC処分場
のような傾向は認められなかった。 

廃プラスチック類が埋め立てられているＡ,Ｄ

処分場では，浸出液のＣＯＤ,ＢＯＤ,全窒素，ＢＰＡ

濃度は大雨後に高くなり，未だに廃棄物から有機

性汚濁物質の溶出が認められたが，EC，塩化物イオ
ン，Na，Ca，Mg濃度は，Ａ処分場で高くなったが，
Ｄ処分場では年間平均値を上回ることはなかった。

Ｄ処分場では，第３期処分場と旧処分場の浸出液

が合流しており，その割合は不明であるが，旧処分

場の集水面積が第３期処分場の４倍あることから，

旧処分場の浸出液が主体と思われる。Ｄ処分場は

埋立開始がＡ処分場より５年間早いことから，廃プラ

スチック類の処分場では，有機性物質よりも無機

性物質の安定化が先に始まると考えられた。 

特に，大雨時には，雨水が廃棄物層に大量に流

入し，廃棄物中に残存する水溶性物質等の汚濁物

質を溶出させ，その積み重ねが蓄積量を減らし，

安定化が進行すると想定された。そこで，大雨時

に地表に溜まった雨水が浸出液集水管に流入し基

準項目等の濃度が低くなった B 処分場について，
COD 等の濃度に水量を乗じて排出量を求めたと
ころ，COD等の排出量は大雨後に高くなっていた
(図５）。一方，Ｂ処分場のように，大雨後の汚濁

物質濃度が低くなる処分場では，見かけ上，安定化

が進んでいるようにみえるが，実際には汚濁物質

量が増加しており，廃棄物から汚濁物質の新たな

溶出が起こっていることがわかる。従って，大雨

時に浸出液の基準項目等の濃度が低くなる処分場

では，基準項目等の濃度と水量から，大雨後の汚

濁物質排出量を求め，その推移を把握することに

よって,安定化の実態を把握できることが示唆さ

れた。 

降水量が少ない時期にも水質変動がみられた。

A，C処分場では水量が少なくなる季節に pHが高
くなる傾向がみられた（図１,２）。Ｃ処分場では

2，3月に pHが基準を超え，焼却灰を埋め立てた処
分場における乾燥期の pH 測定が欠かせないこと
が明らかになった。Ｂ処分場では降水量の少ない

12月から4月にマンガン濃度が高くなる傾向が認め
られた（図３）。 

３．１．２ 大雨後の採水時期 

大雨後に基準項目の濃度が高くなる処分場では，       

廃止基準の確認に大雨後

の採水が重要であると考

えられる。大雨後２週間

以内に基準項目等の濃度

がピークに達する日数は

表２に示すとおりであり，

処分場，項目により差がみ

られた。ピークに達する日

数が３回の大雨で異なる

のは，処分場地表面の状

況や大雨前の廃棄物層の

湿潤状態が影響を及ぼす

ためと考えられ，処分場ご

とに大雨後の水質変動を

把握しておく必要がある。 

図５ 浸出液の COD等排出量（B処分場） 
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さらに，大雨後の水質変動の指標として，現

場で簡易に測定できる ECに注目し，ECと他の
水質項目との相関を大雨後 20 日間にわたり求

めた(表３)。EC と相関がよい項目は，処分場
によって異なり，A処分場が COD，ＴＮ及び水
量，B，C処分場がマンガン及び塩化物イオン，
D処分場がＴ-Ｎであった。 
浸出液の EC と基準項目等との相関が処分場
により異なるため，事前に EC と他項目との相
関の実態を把握し，特に変動を示す基準項目の

ピーク時に採水を行う必要がある。 

 
３．２ 発生ガス 

３．２．１ ガス成分濃度 
 各処分場のメタン，二酸化炭素濃度の季節変

動を図 6－1～6－4 に示す。A，B 処分場では，
メタンはほとんど検出されなかったが，二酸化炭

素濃度は，冬季などに 1％を超える濃度で検出
された。C処分場では，メタンは検出されたが，
ほとんど 0.5％以下で低く，二酸化炭素は 0.5～
1.5％前後で変動していた。また，D処分場では，
メタン，二酸化炭素濃度ともに高濃度であり，

特に，冬季には，メタンが 5％以上であった。 

表３　大雨後浸出液の電気伝導率（EC)と他項目との相関係数(r）

 

処
分
場

H15/8
大雨

H16/10
大雨

H15/8
大雨

H16/10
大雨

H15/8
大雨

H16/10
大雨

H15/8
大雨

H16/10
大雨

H15/8
大雨

H16/10
大雨

H15/8
大雨

H16/10
大雨

A 0.99 0.82 0.36 0.71 0.93 0.86 0.29 0.12 0.72 0.62 0.95 0.75

B 0.95 0.89 0.77 0.49 0.89 0.83 0.97 0.79 0.98 0.77 -0.90 -0.78

C 0.91 0.57 0.86 0.22 0.91 0.65 0.80 0.82 0.99 0.99 -0.38 0.22

D 0.93 0.28 0.29 -0.32 0.86 0.85 0.76 0.69 0.68 0.75 -0.23 -0.15

 EC:塩化物ｲｵﾝ EC：水量EC:COD EC:BOD EC:TN EC:ﾏﾝｶﾞﾝ
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図６－１ メタン・二酸化炭素経日変化（A処分場）
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 硫化水素濃度は，A 及び B 処分場では
0.1ppm 未満であり，C 処分場では＜0.1～
0.6ppm，D 処分場では＜0.1～1.1ppm であっ
た。 
 
３．２．２ ガス温度及びガス速度 

1)ガス温度 

 A，B及び D処分場では，ガス温度は，年
間を通して気温とほぼ同じ温度であったが，

C 処分場ではガス温度が気温よりも高く，特
に気温が 20℃以下の場合，ガス温度が平均で
約 6℃高かった（図７）。 
このことから，C処分場は，埋め立て物（焼
却残渣，不燃物）の分解が続いていることが

推定される。 
２）ガス速度 

 ガス速度の平均値は，各処分場とも 0.02ｍ
／秒未満であった。ガス速度と各処分場のガ

ス抜き管の口径から算出すると，それぞれの

ガス排出量は，A，C及び D処分場は 0.02㎥
／分未満，口径の大きい B処分場は，0.04㎥
／分未満であった。 
 なお，C，D処分場のガス抜き管の排気口にお

いて臭気が感じられる（臭気強度 1.5～3.5）こと
から，微量ではあるが，C，D処分場では，ガ
スを排出していると考えられる。Ａ，Ｂ処分

場では，臭気がなく，ほとんどガスが出てい

ないと推定された。 
 
３．２．３ 気象条件とガス成分濃度 

 ガス成分濃度と気温，気圧との関係を調べ

たところ相関係数は，低かったが，次の傾向

があった。 
１)気温  

各処分場とも，気温が下がると，メタン・

二酸化炭素濃度が上がる傾向があった。（図

８）このことは，冬期など，気温が下がった

時に地下の暖かいガスが上昇してくるためと

考えられる。 
２)気圧 

 各処分場とも気圧が高い時にメタン・二酸化炭

素濃度が上がる傾向があった。（図９） 
 なお，「一般廃棄物の最終処分場及び産業廃棄

物の最終処分場に係る技術上の基準を定める命令

の運用に伴う留意事項について」（環水企 301・衛環

63，以下「環境省通知」という。）では，「埋立地から

のガスの発生は気圧の影響を受けることから，測

定は曇天時に行うなど気圧の高い時を避け，かつ，

各測定時の気圧ができるだけ等しくなるようにす

ること。」と注意事項が示されており，気圧の低い

時の方が，ガスの排出が多くなるとの考え方が一

般的である。なお，長森ら６）は，気圧が下がると

きにガス流量が高くなる傾向があると報告してい

る。しかし，今回の測定結果は逆の傾向であった。

図７　気温・ガス温度の経日変化
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図８　気温とメタン濃度
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図９　気圧とメタン濃度
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これは，ガスの排出は，気圧の影響だけでなく，

地中の温度と気温との差，降雨による保有水の水

面上昇などの複合的な原因によって起こるためと

考えられる。したがって，気圧，気温等の気象と

の関連について処分場ごとに把握しておく必要が

ある。 
 
４ おわりに 

閉鎖後長期間年数が経過した，埋立条件の異な

る4か所の処分場において，大雨後及び年間を通し
た浸出液の水質変動及びメタン等濃度の実態を把

握するために調査を行い，次のとおり安定度判定

に結びつく効果的な調査方法を個別に検討した。 
１）水質については、次の理由により基準省令で

定められた測定計画において，大雨後と冬季の測

定を実施する必要があると判断された。 

①大雨後の浸出液の水質変動は，処分場間に埋め

立てられた廃棄物の種類，埋立期間，閉鎖後経過

年数による安定化の進行度の違い及び大雨後の

浸出液の排出方法の違い等により異なってい

た。 

②閉鎖後10～19年経過した処分場においても，降雨
による浸出液の水質の変動が認められ，安定化

に到っていないことが明らかとなった。 

③夏から秋にかけての大雨後に，Ａ，Ｂ，Ｄ処分場に

おいて浸出液のＢＯＤ濃度等が高くなり，焼却灰

を埋め立てたＣ処分場では，降水量の少ない冬

季にpHが上昇するなどの結果が得られた。 
２）水質の測定項目については，ほう素，クロム，

銅，亜鉛，カドミウム，鉛は２年間を通して基準

以下で，ほとんどが定量限界以下であったため，

これらは，安定化を判断するための項目としては

必要ではないと判断された。 

３）発生ガスについては，環境省通知では，測定頻

度を３か月に１回以上としているが，季節変動があ

るので，今回用いたような簡易な測定法によって，

一年を通した調査を実施し，その処分場の特徴を

捉えて，効果的なモニタリングを行う必要がある。

４）ガス成分では，爆発の危険性からメタン濃度

が注目されているが，有機物の分解により発生す

る二酸化炭素も安定度判定の重要な要素であり，

測定機器を使用せず，検知管で簡易に測定できる

ことから，二酸化炭素の測定頻度を高めることが

望ましい。 
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